
本日のプログラム
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(1) 2018(平成30)年12月13日発行 ＜疾病予防と治療月間＞
国際ロータリー 第２５００地区 第４分区

遠軽ロータリークラブ

幹事報告 東海林 勉 幹事
１．理事会報告 a.12月の例会プログラム

6日 会員卓話
13日 定時総会

／職業奉仕委員会担当プログラム
20日 クリスマス家族会
27日 休会
b. 週間ふぁみりー新年増刊広告掲載了承。
c. 向陽園のクリスマス会、ご祝儀を届ける。
d. 2019-20年度は地区組織が大幅変更となる
ため、分区会長幹事会を３月中に開催し、地
区研修を盛り込む件、了承。

e. 次年度地区ライラ委員会委員選出について
はライラセミナー開催クラブ決定後、対応。

f. その他：次年度役員・理事指名については
黒坂委員長を中心に委員長も指名していく。

２．次年度地区ガバナー事務所より
a. 次年度会長、幹事、クラブ情報の回答依頼。
≪次年度の主な行事予定≫
PETS：2019年 4月26日(金)
地区研修・協議会：2019年 4月27日(土)
地区大会：2019年10月11日(金)～12日(土)
b．2019-20年度地区会員増強委員会委員長に
東海林勉会員の推薦願い。

３．(一財)比国育英会バギオ基金より2017年度事
業報告書と基金へのご寄付のお願い

４．クリスマス会／礼拝のご案内
a. ひまわり学園：12月22日㈯ 11:30~13:00
b. 北海道家庭学校：12月23日㈰ 10時より
c. 北光学園：12月22日㈯12時より

５．第2500地区オンツーハンプルグ委員会より
2019年ローターリー国際大会参加旅行案内。
※旅行参加申込みと大会登録とは別。

６．山市喜雅第4分区ガバナー補佐より第4分区
会長・幹事会の案内。

日時：平成30年12月15日㈯
12:00～14:30 昼食会／会長・幹事会

会場：ホテルオホーツクパレス 2F
＊出席者：今年度第4分区各クラブ会長・幹事

次年度クラブ会長予定者

委員会報告
◇乾 淳 親睦活動委員長
・今月の結婚記念日、おめでとうございます。

竹森英樹君 上田 稔君④ 佐藤直也君⑦
・今月の誕生日、おめでとうございます。

石井定男君② 北野義樹君① 黒坂貴行君
髙橋義詔君⑥ 乾 淳君③

・例会終了後、ロビーで委員会を開催します。
◇高井 一博 国際奉仕委員長

回覧しておりますが、ロータリー財団への“あ
なたも100ドルを”の寄付をお願いしております
ので、来年3月までに、よろしくお願いします。

先月のロータリー財団補助金管理セミナーの報
告ですが、皆様の寄付を生かして、クラブが地域
等で事業を行う活動に対して財団の補助金を活用
するというものです。来年度実行する事業に対し
て補助されるもので、3月までに申請しなければ
なりません。

【名前後の○数字は写真とその中の番号】

★開 会 点 鐘：金谷 正一 副会長
★国 歌：君が代
★Ｒ ソ ン グ ：奉仕の理想
★四つのテスト：棚橋 忠 君
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

次 回 の プ ロ グ ラ ム

第２９００回 通常例会記録
日時：2018年12月 6日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：上田 稔 ＳＡＡ

2018年12月20日(木) 18:00～
ク リ ス マ ス 家 族 会

親睦活動委員会

2018～2019
Weekly Report№２１

2018年12月13日(木) 12:30～
年時総会・委員会担当プログラム

職業奉仕委員会
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11月29日 41 38 27 3 78.9%
12月 6日 41 38 25 65.8%

須藤順一
出席委員長

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ www.engaru-rc.com
会長：遠藤利秀 副会長：金谷正一
会長エレクト：渡辺 勉 幹事：東海林勉
会計：島田光隆 ＳＡＡ：上田 稔
直前会長：成田弘明 事務局員：佐藤郁子
◇1959年9月12日創立 1959年11月7日認証

2018-2019年度 国際ロータリー
会長：バリー･ラシン(イーストナッソーRC)
第2500地区ガバナー 細川 博(帯広北ＲＣ)
第4分区ガバナー補佐 山市喜雅(紋別港ＲＣ)

編集・発行：メディア委員会
委員長：加藤幸徳 副委員長：石井定男
委 員：佐久間英昭 本間克明 西 清治

竹内徳治 東海林勉

ニコニコ
ＢＯＸ 乾 淳 親睦活動委員長

上田 稔君 結婚記念日 5,000円
佐藤直也君 結婚記念日 5,000円
石井定男君 誕生日 5,000円
北野義樹君 誕生日 5,000円
髙橋義詔君 誕生日 5,000円
乾 淳君 誕生日 5,000円

2018-19年度合計 269,400円
☆閉 会 点 鐘：金谷 正一副 会長
☆今月会報担当：本間 克明 委員
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本日のプログラム 会員卓話
“東日本大震災での災害支援活動”

髙橋 義詔 君⑧
7年半前に起きた東日本大震災に私がご遺体の

搬送業務に行ったときの話をしたいと思います。
2011年3月11日、午後2時46分に地震が発生い

たしました。その2日後、私どもが所属している
北海道霊柩自動車協会に遺体搬送の支援要請が入
り、直ちに青年部が対応、全道から函館に集まり
ました。警察から緊急車両の許可を頂いたりし
て、2日後、17日に岩手県盛岡市に移動しました。

18日から各遺体安置所から内陸の火葬場ま
で、私のベース基地が岩手県の市内のホテルで、
そこから海側の被災地の、主に体育館が多かった
んですが、そこへ約200㎞ぐらい走って、また
200㎞くらい内陸に戻って、火葬して、また海側
の収容所にお届けするというで、大体一日500～
600㎞くらい走ると言うことになりました。二人
一組で走っているんですが、なかなか過酷な状態
だったと思っています。

霊柩車は普通のワゴンタイプのアルファードと
かハイエースという車ですが、大変申し訳なかっ
たが、沢山ご遺体があると言うことで、ハイエー
スなど沢山積める車には棺に入れた遺体を縦に重
ねて四体積んで、ご遺族の方はそれぞれ一人だけ
という非常に寂しい環境の中で遺体搬送を行って
参りました。

初日が岩手県の大船渡市で、最初向かっていっ
たときは全然普通の感じなんですが、水の漬いた
ところに行くと車が流されて固まっている状態
で、水の漬いた方は酷い状態で、だんだん海側に
行くともっと酷い状況になってきて、道路沿いは
掃いて捨てたような状態になっていました。道路
も片側一車線の道路ですが、非常に見るのも辛い
という状況でした。この時は一般車両は割と少な
くて、走っているのはわれわれのような緊急車
両、または自衛隊、消防、警察とか、そういった
車ばっかりだったと思います。

右上の写真は災害現場のもので、左側の○×の
印は、多分最初に先遣隊などが中に遺体がありま
すよ、ということで最初に×印をつけて行くみた
いです。そしてその後に来る救助隊とかが、対応
済みの場合にはここに○を付けていくという形
でこういうマークが町の到る所に付いてました。

毛布にくるまっているご遺体が置かれている場
所が到る所にあって、家族の方がそれぞれの遺体
安置所を、もちろん車もないので、3月の寒い中、
各遺体安置所を歩いて、それぞれの役場の職員の

方に名簿を照らし合わせしながら遺体の確認作業
を到る所でやっていました。

あるところでは、同じ歳の野球少年のご遺体が
あり、お母さんがユニフォームを着させてやって
欲しいということで、着させたときには本当に涙
がでて止まらなかったという印象があります。

それから、遠軽の自衛隊は宮古に入って活躍を
されていました。自衛隊は本当に機動力があるの
で、お風呂の提供であったり、いろいろなことを
されていて非常に自衛隊の大切さと言うことも改
めて再認識をしました。

この災害で、警察の発表では関連死を含めて約
2万人弱の方々が亡くなったということで心より
ご冥福をお祈りしたいと思います。

もう7年半がこの震災から経って、行ったとき
はショックを受けてだいぶその気持ちを忘れてい
たが、今日をきっかけにまた少し昔のことを思い
出して、災害があったらしっかりしなけりゃいけ
ないと思います。今年9月に北海道で胆振の地震
があって、この遠軽町も間接的に停電で24時間
電気が止まった。それだけでも大変困って不自由
をしたので、改めてこれから冬に向けても災害対
応・対策と言うことを一人ひとりがやっていかな
ければならないと思っています。

災害は忘れたころにやって来ますので、できる
限りの備えをしましょう。


